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揚
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一
一
一

一

・

・

桜
も
葉
桜
と
な
り
、
新
緑
が
眩

し
く
感
じ
ら
れ
る
五
月
十
六
日

（土
）
十
四
時
よ
り
、
氏
子
総
代

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岡
村
奉
賛
会
会
長
の
挨
拶
後
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

議
事

一　
。平
成
二
十
六
年
度
決
算
報
告

二

・平
成
二
十
七
年
度
社
寺
運
営

計
画

岡村会長の挨拶

奉賛会 会長
岡村 修行

発行者
鵜坂神社
山内 伸

編集者
蒲田 政彦

祭
礼

大
祭例

大
祭

除
蛙
祭

新
嘗
祭

祈
年
祭

四
月
二
十
九
日

夏
祭
　
エハ
月
十
六
日

大
麻

・
神
符
頒
布
祭

十

一
月
二
十
二
日

鎮
火
祭

二
月
二
十
三
日

中
祭元

旦
祭

　
一
月

一
日

元
始
祭
　
一
月
二
日

建
国
祭
　
一
一月
十

一
日

顕
彰
祭

・
慰
霊
祭
六
月
十
六
日

明
治
祭
　
十

一
月
二
日

天
皇
祭
　
十
二
月
二
十
三
日

小
祭毎

月
二
十
三
日
　
月
次
祭

大
祓
　
　
エハ
月
二
十
日

十
二
月
二
十
日

除
夜
祭
　
十
二
月
三
十

一
日

日
拝
　
毎
日
朝
夕

三

・平
成
二
十
七
年
度
社
寺
役
員

選
任

四

・平
成
二
十
七
年
度
予
算
審
議

五

・境
内
清
掃
区
分
図

各
地
区
の
境
内
清
掃
に
付
い
て

一　

一

一　

一

は
、
新
し
い
自
治
会
が
出
来
て
お

り
、
こ
の
区
分
図
に
は
入

っ
て
お

ら
ず
、
近
く
の
自
治
体
に
入
る
か

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六

・神
社
改
修
の
資
金
調
達
に
つ

い
て

改
修
資
金
に
つ
い
て
は
、
神
社

責
任
役
員
よ
り
各
自
治
会
の
総
代

に
説
明
文
を
提
出
し
、
総
代
が
説

明
し
易
い
よ
う
に
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

上
記
の
議
事
が
す
べ
て
承
認
さ

れ
、
直
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

週
刊
誌
に
紹
介

週
刊
日
本
の
神
社
編
集
部
か
ら

の
依
頼
で
３
月
か
ら
連
絡
を
取
合

っ
て
い
た
鵜
坂
神
社
を
紹
介
し
た

本
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
の
幾
つ
も
の
神
社
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

,■ ■供 TI菫 致唐

安
産

・
縁
結
び
の
ご
神
徳
で
知
ら
れ
る
越
の
大
社

と
さ
れ
、
社

殿
の
創
立
は

白

雉

２

年

（６
５
１
）

と
伝
わ
る
。

都
　

『
万
葉
集
』

の
大
伴
家
持

が
詠
ん
だ
鵜

坂
川
の
歌
が

あ
る
が
、
そ

の

川

は

現

二
上
山
を
仰
ぐ
越
中
の
総
鎮
守

「射
水
神
社
」
を
初
め
、
名
社
を

め
ぐ
る
と
し
て
「雄
山
神
社
」
「放

生
津
八
幡
宮
Ｌ
櫛
田
神
社
」

「高

岡
関
野
神
社
」
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

安
産

・
縁
結
び
の
ご
神
徳
で
知

ら
れ
る
越
の
大
社

「鵜
坂
神
社
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
そ
の
内
容
は
、

「社
伝
に
よ
る
と
、
崇
神
天
皇

の
御
代
、
北
陸
道
将
軍

。
大
彦
命

に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
の
が
創
祀

社
仏
」〓
＾
る
と
、
十
■
人
事
の
体
代
、
北
酔
上
将
Ｔ
　
人

彦
命
ｒ
よ
″

勧ヽ
＝
さ
れ
た
の
が
橿
卍
と
さ
れ
、
社
殴
の
創
立

燎
日
■
２
年

一‘

ら
―
―

一伝
わ
る
　

一
カ
葉
朱

¨
大̈
伴
家
待

が
よ
，雀

（孵
崚
川
の
状
が
あ
る
が
、
そ
の
―――
は
現
在
、
同
社
の

を
ど
を
流
れ
る
神
Ｉ
ＩＩＩ
と
う
れ
て
お
り
、
境
内
と
堤
防
¨
・ほ

末
待
の
状

碑
も
れ
る
　
平
安
時
代

に
は
村
購
が
従
　
位
ｔ
て

＝
―‐

延
喜
式
で
は
人
卜
に
”

ｔ
ら
れ
、
明
治
６
年

一１
８
７
３
一

”
社
格
れ
定

の
■
ド
は
呉
札
に
た
め
ら
れ
た
　

Ｌ
祭
付
は
■

け
た
琉
神
、　

‐
…‐１
志

●
た
＝
一
、

第
６
代

入
学
ｔ
■
Ｌ
の
夫
婦

＝
ｔ
ヽ
れ
て

，

つ
　
そ
の
ほ
か
、
鵜
坂
嫌

■
神
　
鳥
坂
久

凛

神

大

彦̈
命
を
祀
Ｉ
い

る

平
安
側

の
公
家
の
遊
び
か
ｔ
ｔ
に
な

↓
た
と

い
う
――
バ
●
た

奇
祭

尻
打
祭
で
■
４
だ

ッ
■
か
　
現
在
Ｌ
行

わ
れ
て
い
な

い

参
蓮
脇

ｌｌ
■
ｔ
や
■

●
■
欧
か
●
も
と
さ
れ
ろ

一ｔ
石

が
あ

――
、
安
産

・
縁
締
び
の
こ
神
は
■
―
，
人
気

の
高

い
社
で
あ
る

在
、
同
社
の
そ
ば
を
流
れ
る
神
通

川
と
さ
れ
て
お
り
、
境
内
と
堤
防

に
は
家
持
の
歌
碑
も
あ
る
。
平
安

時
代
に
は
神
階
が
従
三
位
ま
で
昇

り
、
延
喜
式
で
は
大
社
に
列
せ
ら

れ
、
明
治
６
年

（１
８
７
３
）
の

社
格
制
定
の
折
に
は
県
社
に
定
め

ら
れ
た
。
主
祭
神
は
狭
母
陀
琉
神
、

訂
志
古
泥
神
で
、
第
６
代
天
皇
と

皇
后
の
夫
婦
神
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
鵜
坂
姉
姫
神

・
鵜
坂

妻
姫
神
。大
彦
命
を
祭

つ
て
い
る
。

平
安
朝
の
公
家
の
遊
び
が
も
と

に
な

っ
た
と

い
う
日
本
五
大
奇

祭
・尻
打
祭
で
有
名
で
ぁ

っ
た
が
、

現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
参
道

脇
に
は
売
や
痔
に
霊
験
が
有
る
と

さ
れ
る
「廃
石
」
が
あ
り
、
安
産

。

縁
結
び
の
ご
神
徳
で
も
人
気
の
高

い
社
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

表
紙
の
通
り
射
水
神
社
が
大
き

く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模

の
大
き
さ
に
改
め
て
感
心
致
し
ま

し
た
。
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